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論文 内 容の要 旨

家パエの幼虫からチ トクローム c，b-563， b-555が可溶性成分として， 抽出される Eとが知ら

れている。これらのうち，チトクロ ームb-555を硫安分画，CG-50， DEAE-セノレロースおよび

A-2によるカラムクロマ トグラ フィーにより高純度11:精製した。

精製チ トクロ lムb-555標品の室掘における吸収スペクトルは酸化型で 358-360，414， 530mμ 

K吸収極大を示し，また 558mμ に肩を， 278mμ 11:蛋白質に由来する吸収を示す。還元型では

424， 528， 555mμ に吸収極大を示し，555mμ を極大とする α-mは非対称で 560mμ 付近に顕著

な肩を示す。液休室~;温度では還元型の帯は分裂し， 552と 556mμ K吸収極大を示す。 補欠分

子団はプロトへムであり，他の多くの か 型チ トクロ ームと同様自動酸化能を示すが，一酸化炭

素およびシアン化合物とは結合しない。得られた標品は超遠心的に単一で S20'W は，1.43S，分

子量は13，700で，標準酸化還元電位 (E，')は +0.007ボル ト(l2'C)である。精製チ トクローム

ト555は家パエ幼虫から調製したミクロソーム画分あるいは，ネズミ肝臓から精製した NADH

チトク ローム b，還元酵素の存在下で NADH ICより還元されるので，ζ の標品は酵素活性を持

っていると恩われる。家パエ幼虫のチトクローム b-555の諸性質と他の生物種から1'Jられたミ

トコン ドリアに存在するチ トクローム b，-類似のへム蛋白質やミクロソースのチクローム b，の

それらと比較検討した結果，家パエ幼虫の精製標品はミトコンドリ 711:存在するチトクローム

b，一類似のへム蛋白質とミクロソームから可溶化されたチトクローム b，との混合物とも考えら

れる。また一方1:.のチトク ローム b-555が細胞内で可溶性蛋由貿として存在するのではない

己とが明らかにされたので，いかなる機構で膜に結合しているものが可溶化されるのかを論議し

た。酸化型および還元型チクローム b-555の円偏光二色性吸収スベク トルは， ヘムおよび芳香

族アミノ酸残基のまわりの環境が不芥である乙とを明らかにした。現在までに報告されているプ
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ロトヘム蛋白質のソーレ一帯の円偏光二色性吸収スペクトノレの結果と比較検討し 3つの規則を

提出した。アミノ酸組成は， LYS5' 日is2，Arg2， ASPI0' Thr3， Ser4， Glu12， Pro1， GlY4' Ala6， 

Va16， Met1， I1eu2， Leu2， Tyr 2' The3 (トリプトファン，システイン，アマイド含量は求めてい

ない。)で，現在までにアミノ酸組成が明らかにされているチトクローム九と較べて， アミノ

酸残基の総数が一番小さく，またヒスチジン，プロリン，ロイジンの合量が低く，アラニン，パ

リンのそれが高いことが明らかになった。

家パエ幼虫から得たチトクローム b-555の未精製標品は等電点分間法により， 二つまたは 3

つの成分に分離した。 それぞれの成分の 0__20Cにおける等電点は， 4. 24， 4. 28， 4. 32であっ

た。それらのうち， 2つの主成分間においては，吸収スペクトノレ，触媒活性，分子量，アミノ酸

組成，ソーレ一帯付近の円偏光二色性吸収スペクトノレの点では差違は認められなかったので，と

の現象について論議した。

論文の審査結 果 の 要 旨

イエバエ(成虫)の b型チトクロム (Cyt.)は容易には抽出されないが，幼虫のそれは可溶性

で抽出精製され，すでに Cyt.b-563は結晶として単離されている。

岡田君は含有量の小さい Cyt.b-555の抽出精製法を確立し， その高純度標品を得てその分光

学的性質や分子量(13，700)，規準電位(十0.006V， pH7)などの物理化学的性質を詳細に測定し

た。さらに， Cyt. b5 リダクターゼを用いて還元助酵素から電子を Cyt.b-555に与えて還元型

を生成させるととや，その還元型を酸化型 Cyt.cで酸化させることを実験的に示して，細胞内

では Cyt.b-555が Cyt.b5 の可溶型として存在し，その電子伝達系の構成員としてはたらくも

のと推論した。また一方，プロトへムを有するへムタンパク質の円偏光二色性を比較研究して，

b型チトクロムの特徴として， 既知の(1)自酸化性を示すが CO や青酸塩などの配位子とは結合

しない， (2)規準電位が Oボルト付近にあることのほかに新たに (3)Soret帯による円偏光二色性

スペクトノレにおいて，酸化型も還元型も深い谷を示すことを追加した。

以上要するに岡田君の談文は見虫の発生現象に生化学的知見を寄与するところが大であるから

理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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